
知りたい！ 地域のあれこれ ③ まちづくり協議会ってなに？

街かどの話題街かどの話題  149149

A 

正
式
名
称
は
「
鎌
田

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
で
、「
ま
ち
協
」
と

略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

A 

下
記
の
図
の
と
お
り
、

20
団
体
30
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

A 

鎌
田
地
区
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
鎌

田
地
区
の
各
町
会
や
既

存
の
団
体
が
つ
な
が

り
、
地
区
の
課
題
の
共

有
や
そ
の
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
に
、
地
区
全
体
を

見
渡
せ
る
組
織
を
目
指

し
ま
す
。

A 

当
面
の
間
、「
福
祉

部
会
」「
地
域
振
興
・
健

康
部
会
」「
防
災
・
環
境

部
会
」
の
三
つ
の
専
門
部

会
を
設
け
、
ま
ず
は
そ
れ

コロナ禍で設立が延期となっていたまちづくり協議会が、６月２日に設立
総会が行われ活動を開始しました。本シリーズ第３回は、まちづくり協議
会について、鎌田地区地域づくりセンター長の田中治さんに聞きました。

協
議
会
の

　
メ
ン
バ
ー
は
？

Q
ど
の
よ
う
な
組
織
？

Q
名
称
は
？

Q
今
後
の
活
動
は
？

Q

　

国
道
19
号
線
沿
い
に
あ
る
消

防
団
第
５
分
団
の
詰
所
は
、
築

後
35
年
を
数
え
経
年
劣
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
建
て
替
え
が
行

わ
れ
、
６
月
19
日
に
新
し
い
詰

所
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
詰
所
は
、
１
階
が
ポ
ン
プ
車

と
積
載
車
（
可
搬
ポ
ン
プ
）
の
車

庫
と
な
っ
て
い
て
、
資
機
材
や
団

員
の
装
備
品
が
置
け
る
よ
う
に
な

り
、
２
階
は
更
衣
室
や
団
員
の
詰

所
、
緊
急
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
に
も

な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
も
両
階
に
設

置
さ
れ
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
５
分
団
は
鎌
田
地
区
と
松
南

地
区
を
受
け
持
っ
て
い
て
、
22

名
の
団
員
（
内
、
女
性
１
名
）
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
団
員
は
自
分

の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
災
害
発
生

時
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
付

け
、
消
防
署
員
と
と
も
に
対
応
し

ま
す
。
他
に
も
消
火
訓
練
や
大
雨

時
の
水
防
活
動
、
火
災
予
防
の
広

報
で
地
域
を
定
期
的
に
巡
回
す
る

な
ど
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

新
規
入
団
者
が
増
え
ず
、
団
員

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
て
団
員
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
年
額
報
酬
や
出
勤
手
当
な

ど
が
増
額
と
な
り
、
処
遇
改
善
を

図
っ
て
、
随
時
団
員
を
募
集
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

鎌
田
地
区
は
石
芝
町
に
も
軽
積

載
車
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

回
り
が
き
く
の
で
狭
い
場
所
の
活

動
に
便
利
と
の
こ
と
で
す
。

　

分
団
長
の
田
中
健
司
さ
ん
は

「
日
ご
ろ
か
ら
避
難
用
品
や
非
常

食
な
ど
は
家
族
分
を
用
意
す
る
。

携
帯
ト
イ
レ
の
準
備
も
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
い
つ
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

詰所は鎌田南交差点の脇 ( 高宮北 )

ぞ
れ
の
部
会
で
主
な
役

割
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
、
各
種
団
体
の
取

り
組
み
を
理
解
し
た
上

で
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が

個
々
に
抱
え
る
様
々
な

困
り
ご
と
を
地
域
の
情

報
と
し
て
捉
え
、
解
決

に
向
け
て
活
動
し
ま
す
。

松本市消防団松本市消防団
第５分団の詰所第５分団の詰所
うまれかわるうまれかわる

鎌 田 地 区 まち づ くり 協 議 会

福祉部会

福祉の向上
子育て支援

◎
鎌
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
鎌
田
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

　
鎌
田
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

　
鎌
田
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業

推
進
協
議
会

　
日
赤
奉
仕
団
鎌
田
地
区
分
団

　
鎌
田
児
童
セ
ン
タ
ー

　
高
宮
児
童
セ
ン
タ
ー

部
会
名
主
な
役
割

団
体
名

７団体  11名
地域振興・健康部会

地域振興・文化振興
スポーツ振興・健康増進

◎
鎌
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
鎌
田
地
区
町
内
公
民
館
長
会

　
鎌
田
小
学
校

　
開
明
小
学
校

　
鎌
田
中
学
校

　
信
明
中
学
校

６団体  ７名
防災・環境部会

防災・防犯・交通安全
生活環境の向上

◎
鎌
田
地
区
防
災
・
防
犯
部

　
松
本
警
察
署
高
宮
交
番

　
松
本
市
消
防
団
第
５
分
団

　
鎌
田
地
区
衛
生
協
議
会

　
鎌
田
地
区
緑
化
推
進
委
員
会

　
松
本
交
通
安
全
協
会
鎌
田
支
部

６団体  ９名

◎部会長※鎌田地区町会連合会…鎌田地区17町会の町会長で構成

鎌田地区町会連合会※（3役）
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鎌田地区
令和4年7月１日現在

鎌田地区公民館発行者 公民館報編集委員会

総人口
　（前年比
世帯数

19,893人
+128人）
9,403戸



知
識
と
経
験
を
役
立
た
せ
、
社
会

福
祉
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
現
在
私
も
含
め
70
歳

以
上
の
21
名
が
会
員
登
録
し
て

い
る
▼
活
動
内
容
は
、
講
習
会
や

お
茶
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
帰
り
温

泉
旅
行
、
諏
訪
社
・
天
満
宮
の
境

内
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
▼
こ
こ
数
年
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
を
受
け

活
動
を
自
粛
し
て
き
た
の
で
、
ス

ト
レ
ス
を
発
散
で
き
ず
に
い
た
方

も
多
か
っ
た
と
思
う
。
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
日
常
を
取

り
戻
す
動
き
が
見
ら
れ
る
の
で
、

７
月
に
は
「
世
界
遺
産
を
め
ざ
す

お
城
講
座
」
を
行
う
な
ど
、
公
民

館
を
使
っ
た
活
動
を
再
開
し
楽
し

ん
で
い
る
▼
高
齢
化
が
進
み
人
生

１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。

老
老
世
帯
や
独
居
世
帯
が
増
加
し

て
、
人
付
き
合
い
も
少
な
く
孤
立

化
す
る
心
配
も
あ
る
。
認
知
症
や

心
身
の
衰
え
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
大
勢
の
人
が
一
堂
に
会
し
、

会
話
が
は
ず
み
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
「
高
美
会
」

で
あ
り
た
い
と
思
う
。（
松
川
靖
彦
）

雑感

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の
運
動
不
足
を

解
消
し
よ
う
と
鎌
田
地
区
公
民
館
の
出

前
講
座
「
町
内
公
民
館
で
か
ら
だ
を
動

か
そ
う
」
が
月
見
町
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

25
名
の
参
加
者
を
２
回
に
分
け
て
密

を
避
け
、
川
西
久
美
さ
ん
（
鎌
田
地
区

公
民
館
主
事
）
の
指
導
に
沿
っ
て
脳
ト

レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
後
、
転
倒
や

腰
痛
予
防
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
約

１
時
間
行
い
ま
し
た
。

　

町
会
で
の
久
し
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
に

ハ
イ
タ
ッ
チ
で
喜
び
合
う
人
た
ち
も
い

て
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
運

動
の
爽
快
さ
を
味
わ
う
笑
顔
の
日
と
な

り
ま
し
た
。

久
々
の
運
動
講
座
に

　  

は
じ
け
る
笑
顔
‼

　

高
宮
町
会
に
は
満

60
歳
以
上
の
住
民
で

組
織
す
る
「
高
美
会
」

と
い
う
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
あ
る
。
会
員
の
心

身
の
健
康
を
保
持
し
、

　信明中学校は鎌田・筑摩野両中学の生徒数増加にと
もなう分離新設校として、昭和60（1985）年4月に誕生
した。事業費の総額は約26億円で、石川島芝浦機械が農
機具の試運転用に所有していた広大な敷地に校舎･体
育館・校庭が建設され、初年度の学級数は12クラス、生
徒数は438人の規模で開校している。
　校名「信明」の由来は、通学区の中心が旧信

しが

楽
らき

村にあ
たり、信州・信濃など「信」の字にゆかりが深いことと、

「明」には明るく育ってほしいとの地域の願いが込めら
れており、地元町会の協議を経て決められた。
　「新しい時代を拓く信明」とうたう校歌は詩人の秋山泰則
さん（笹部町会）が作詞している。

鎌田地区の歴史 ⑯

信明中学校が開校 （石芝町・昭和60年４月）

令和4年度
鎌田地区公民館　専門委員の紹介

　

深
澤　

久
江（
五
月
町
）

　

山
本　

英
明（
笹　

部
）

◆
運
営
委
員
会

　

小
岩
井
定
男（
高　

宮
）

　

近
藤　

邦
人（
鎌　

田
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

　

林　
　

清
吉（
両　

島
）

　

藤
本　

礼
子（
中
条
南
）

　

町
田　

伸
子（
高　

宮
）

　

松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

　

宮
沢　

生い
く

式の
り（
石
芝
東
）

◎
村
松　

昭
雄（
井
川
城
中
区
）

　

望
月　

敏
通（
並　

柳
）

　

横
山　
　

怜（
井
川
城
下
区
）

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員
会

　

大
濱　

マ
リ（
村
井
町
北
）

◎
高
山
み
ゆ
き（
高　

宮
）

　

中
田　

美
千（
井
川
城
上
区
）

　

林　
　

愛あ

弓ゆ
み（　

渚　

）

　

前
澤　

裕
子（
征
矢
野
）

○
横
山　
　

怜（
井
川
城
下
区
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

　

赤
穂　

勝
貴（
笹　

部
）

　

今
福　

圭
司（
征
矢
野
）

　

小
倉　

利
夫（
南
原
町
）

　

小
沢　

智
也（
井
川
城
中
区
）

◎
近
藤　

邦
人（
鎌　

田
）

◆
館
報
編
集
委
員
会

　

小
林　

睦
和（
笹　

部
）

　

小
山　

淳
一（
井
川
城
中
区
）

　

南
雲
多
榮
子（
月
見
町
）

◎
松
川　

靖
彦（
高　

宮
）

　

松
本　

捷か
つ

幸ゆ
き（
両　

島
）

◆
文
化
委
員
会

　

鎌
倉
む
つ
子（
両　

島
）

　

上
條　

玉
紀（
笹　

部
）

　

清き
よ
し　
　

興
至（
鎌　

田
）

　

長
井
洋
八
郎（
高　

宮
）

◎
林　
　

清
吉（
両　

島
）

○
村
上
さ
よ
子（
五
月
町
）

　鎌田地区公民館には住民の皆さんで構成する
５つの専門委員会があり、公民館の事業検討や
運営の中心となって熱心に活動をしています。

※
五
十
音
順
・
敬
称
略　

※
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

動かす筋肉を意識してトレーニング（６月 11 日）
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